
第70回

日本医学放射線学会総会
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薬師西の京 PETセンター長
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― 抄 録 ―

Pulmonary 3D CT Angiographyを用いた

肺門部解剖の3次元解析法

メディカルプラザ薬師西の京 画診 尾辻秀章

奈良医大 放 三浦幸子、甲川佳代子、

兵藤公一、吉川公彦

目的：Pulmonary 3D CT Angiographyによる肺門部解剖の3次元解

析法の提案。方法：64ch MD-CTを用いて、胸部Dynamic CT を施

行し、気管支（Br）、肺動脈（PA）、肺静脈（PV）を分離抽出

後、３D合成画像を作成し、肺門部の3次元構造を解析した。造

影方法は、370mgI/mlの造影剤を36ml/6ml/secで注入し、注入開

始５秒後に尾側からPA相を、引き続き７秒後に頭側からPV相を

撮影した。最初に対象としたのは、右肺の上葉PAが１本、中葉

PAが１本、上肺PVがCentral型で、かつ左肺の上区PAが2本、舌

区PAが１本の葉間型、上肺PVがSemi-Central型の最も単純な肺

門部の構造を持つ症例である。この症例の3次元画像による解析

方法を提示し、その後、より複雑な分岐様式の解析に応用した。

結果：最初の症例の右上葉では、A3bはB3bの内側に位置し、そ

の尾側を走行するV2は中葉PAが分岐するレベルでは既に縦隔側

に位置し、A3bの内側を下降してきたV1とV2が合流した。右中

葉では、頭側からPA、Br、PVの順に位置した。左上区のPAはBr

の縦隔側から分岐し、V3はB3の尾側に位置し、A3の内側を下降

してきたV1+2とV3が縦隔側で合流した。左舌区では、内側にBr、

外側にPAが走行し、その尾側に舌区のPVが位置した。これを基

本形として踏まえれば、より複雑な分岐様式のBr、PA、PVの3

次元構造を容易に解析出来た。結論：簡単な構造の症例で、肺

門部のBr、PA、PVの解剖学的構造の基本形を理解することによ

り、より複雑な肺門部の3次元解析に応用しやすくなった。


